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1 中世の屋敷地出土遺物
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1 井戸出土遺物 (1)
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桶2-W15 桶2-W15桶2-W17

1 井戸出土遺物 (2)
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1 29次調査地遠景 (東北東より)

2 調査区と墓地 (東より)
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1 完掘状況全景 (北より) 2 SD004(東より)

3 SP007検出状況 (南より) 4 作業状況 (北より)

5 ST001調査状況 (南より) 6 ST004出 三上±8雨器
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1 30次調査地全景 (北より)
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4 調査地遠景 (北西より)

2 調査地全景 (北より)
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l SK004全景 (北より) 2 北壁西部水田造成上 (南より)

3 列石 004(西より) 4 列石 002(西より)

5 SD003石組み (南より) 6 SP2礎板 (南西より)



北部検出状汎 (西より)
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4 方形木棺墓群 (西より)
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3 SD001と農道 0しより)

2 SK005(南より)

4 農道の断面 (南東より)

l SK006(西より)

5 墓の作業状況 (東より) 6 調査区と基壇遠景 (南より)
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ふ り が な

所 収 遺 跡 名

ふりがな

所 在 地

コー ド 】ヒ糸革 東経
調査期間

調査面積

(∬ )

調査原因
市町村 購

来住廃寺 22次

A地区

松山市来住町

822ヱξ
38201

38201

38201

38201

38201

33° 48′ 23″

33° 48′ 23″

33° 48′ 23″

33° 48′ 20″

132° 48′ 15〃

19931115

1

19940331

19941101

1

19950331

約 257∬
重要遺跡

確認調査

重要遺跡

確認調査来住廃寺 24次
松 山市来住町

819香 1
132° 48′ 16″

132° 48′ 14〃

約 408∬

来住廃寺 29次
松山市来住町

833ぞξ

20030414

1

20030623

約 231∬
重要遺跡

確認調査

重要遺跡

確認調査

重要遺跡

確認調査

来住廃寺 30次
松 山市来住町

817番の一部

松山市来住町

818番 1

132° 48′ 16″

20030707

1

20031106

糸,400∬

約 800�来住廃寺 31次 33° 48′ 20〃 132° 48′ 16〃

20040817

1

20041203

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

来住廃寺 22次

A地区

集落

集落

古墳

中近世

竪穴住居・掘立柱建物

土坑 溝

須恵器

近世陶磁器・金銅製釘隠飾金

旦

竪穴住居の 4主柱の酉[

置から造営尺を抽出。

細 映雫手24セ焦

集落

集落

墳

世

古

中

竪穴住居

掘立柱建物 井戸・墓・柵

溝

土師器・陶磁器・瓦・木製品

桶・擬宝珠 。中国銭

16世紀後半の屋敷地。

井戸出土木製品の寸法

から製作基準を検討。

燐 29セ尺
集落

集落

墳

世

古

中

竪穴住居

土坑墓 溝 土師器郭・土師器皿

13世 紀の上坑墓 1基

と竪穴住居の4主柱。

来御死寺 30次 水 田 近現代 水田造成の痕跡 近世陶磁器・近世瓦 近世後期の水田開発。

来何廃寺 31次
集落

墓地

弥生

近世

掘立柱建物

土坑墓・方形木棺墓 円形

桶棺墓

石 器

陶磁器

近世後期の墓地と現代

の水路の基になった溝

を検出。

要   約
来住廃寺金堂基壇の南方隣接地における調査の結果、中世の屋敷地や近世の水田造成に関わる遺構を検出した一方、寺院官衡関

連の遺構は確認されなかった。桶を中心とする井戸下層出土木製品は16世紀後半の良好な一括資料である。

―
―
―
―
―
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